
労働力不足に立ち向かう病院 外国人材雇用の現在地特 集

偕
行
会
グ
ル
ー
プ
は
、
１
都
６
県
に

４
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
施
設
な

ど
計
40
施
設
を
展
開
し
、
切
れ
目
の
な

い
医
療
・
介
護
体
制
を
構
築
。
総
合
的

な
医
療
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
か
ら
６
年

間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運
営
。
そ
の
時
築

い
た
信
頼
関
係
を
も
と
に
特
定
技
能
1

号
（
介
護
）
を
活
用
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

即
戦
力
と
な
る
現
地
の
看
護
師
等
の 

有
資
格
者
の
み
を
採
用

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
23
年
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
州
都
バ

ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
市
政
府
と
連
携
し
、

自
国
で
資
格
を
持
つ
特
定
技
能
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
か
ら
就
労
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
た
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
市
政
府
が

看
護
師
、
助
産
師
の
有
資
格
者
限
定
で

募
集
し
選
考
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
偕

行
会
が
面
接
を
行
い
、
送
出
機
関
に
よ

る
講
習
後
に
入
国
。
そ
の
後
１
カ
月
、

日
本
語
な
ど
の
研
修
を
行
っ
た
の
ち
事

業
所
で
の
就
労
を
開
始
す
る
。
人
材
募

集
か
ら
就
労
開
始
ま
で
約
１
年
と
な
っ

て
お
り
、
人
員
計
画
は
立
て
や
す
い
と

い
う
。

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
看
護
師
等
有

資
格
者
と
い
う
専
門
性
が
高
く
、
現
場

適
応
力
が
高
い
人
材
が
集
ま
る
こ
と
。

ま
た
、
行
政
と
の
連
携
の
た
め
安
全
性

が
高
く
日
本
で
働
く
使
命
感
の
強
さ
も

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
偕
行

会
の
海
外
人
材
開
発
部
が
登
録
支
援
機

関
の
た
め
、
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的
な

利
点
も
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
看
護
資
格
の

養
成
校
は
多
い
が
、
病
院
が
少
な
く
、

有
資
格
者
で
あ
っ
て
も
正
規
職
員
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
従
事
す
る
人
が
多
い
と
い
う
。

医
療
法
人
偕
行
会
の
理
事
で
国
際
医

療
事
業
部
の
阿
部
一
也
事
業
部
長
は

「
我
々
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
優
秀
な

有
資
格
人
材
を
行
政
と
連
携
し
て
採
用

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
懸
念
さ
れ
る
離
職
率
で
す
が
、
地
方

自
治
体
の
期
待
を
背
負
っ
て
日
本
に
来

て
い
ま
す
の
で
、
偕
行
会
が
構
築
し
た

ス
キ
ー
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
途
中
帰

国
や
転
職
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
」
と

語
る
。

偕
行
会
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ま
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
コ
ラ
カ
県
（
19
年
）、

西
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
（
19
年
）
と
も
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
25
年
中
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
保
健
省
、
移
民
労
働
省
と

も
協
定
締
結
予
定
。
阿
部
事
業
部
長
は

「
こ
れ
ら
の
連
携
に
よ
り
、
バ
ン
ジ
ャ

ル
マ
シ
ン
市
以
外
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
多
く
の
有
資
格
者
と
の
接
点
を
持
つ

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
こ
れ
ま

で
に
約
60
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
有
資

格
者
を
受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち
約
35
人

が
グ
ル
ー
プ
の
病
院
で
、
約
25
人
が
同

介
護
施
設
で
就
労
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
材
の
採
用
定
着
に

際
し
て
は
、
受
け
入
れ
側
の
職
場
環
境

の
整
備
が
重
要
と
指
摘
す
る
。
日
本
の

賃
金
水
準
が
世
界
的
に
み
て
見
劣
り
し

つ
つ
あ
る
中
、
世
界
各
国
の
賃
金
は
上

昇
、
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
賃
金
昇

給
率
は
伸
び
て
お
り
、
日
本
の
優
位
性

は
賃
金
だ
け
を
見
る
と
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
阿
部
事
業
部
長
は
「
今
や
、
施
設

側
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代

で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
定
着
せ
ず
病

院
運
営
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
日
本
が

就
労
場
所
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
受
け

入
れ
対
応
の
改
善
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
語
る
。

国
際
医
療
事
業
部
に
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
４
人
在
籍
し
、
母

国
語
で
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
構
築
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
利
用
し
、
職
場
・
人
間
関
係
な
ど

の
連
絡
や
相
談
に
応
じ
て
い
る
。ま
た
、

体
調
不
良
の
際
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ス

タ
ッ
フ
が
受
診
調
整
（
予
約
）
や
当
日

の
通
訳
、
病
後
の
状
況
確
認
な
ど
を
一

貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
グ
ル
ー
プ
の

名
古
屋
共
立
病
院
で
は
、
医
療
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
受
け
入
れ
を
強
化
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
英
語
、

中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
の
五
言
語
対
応
で
心
強
い
。

宗
教
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
大
多
数
が
イ
ス
ラ

ム
教
徒
で
あ
る
た
め
、
女
性
の
ヒ
ジ
ャ

ブ
着
用
を
認
め
、
礼
拝
用
の
部
屋
を
用

意
す
る
な
ど
文
化
の
違
い
を
理
解
す

る
。
断
食
の
際
は
、
脱
水
症
状
の
危
険

も
あ
る
た
め
、
お
風
呂
介
助
は
避
け
て

別
な
業
務
を
担
当
す
る
よ
う
現
場
主
導

で
対
応
し
て
い
る
。

日
本
語
教
育
に
つ
い
て
は
、入
国
前
、

入
国
後
、
配
属
後
に
そ
れ
ぞ
れ
き
め
細

か
く
実
施
。
配
属
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
日

本
語
研
修
は
毎
週
二
日
、
各
２
時
間

実
施
。
ま
た
、
特
定
技
能
の
期
間
５
年

間
の
う
ち
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
強
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
優
秀
な
ス
タ
ッ

フ
は
役
職
に
就
け
る
な
ど
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

人
材
紹
介
会
社
が
グ
ル
ー
プ
外 

へ
の
支
援
体
制
を
構
築

こ
う
し
た
国
際
医
療
事
業
部
が
担
う

グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
人
材
確
保
の
取
り

組
み
を
、
グ
ル
ー
プ
以
外
の
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
施
設
等
に
展
開
さ
せ

る
事
業
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
人
材
紹

介
業
を
営
む
株
式
会
社
名
古
屋
メ
デ
ィ

カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
愛
知
県
名
古
屋

市
、
川
原
岳
志
代
表
）。
既
に
50
人
ほ

ど
の
採
用
実
績
を
持
つ
。

阿
部
事
業
部
長
は
「
今
後
は
、
人
材

不
足
で
悩
む
地
方
自
治
体
や
地
域
の
病

院
等
と
も
連
携
し
、
資
格
を
持
つ
優
秀

な
人
材
を
供
給
す
る
お
手
伝
い
も
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

阿部一也事業部長

医
療
法
人
偕
行
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
偕
行
会
グ
ル
ー
プ（
愛
知
県
名
古
屋
市
、
川
原

弘
久
会
長
）
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て
現
地
の
看
護
職
資
格
者

を
採
用
、
特
定
技
能
１
号（
介
護
）を
活
用
し
た
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。経
験
を
積

ん
だ
即
戦
力
人
材
に
対
し
、日
本
語
の
サ
ポ
ー
ト
や
国
家
試
験
対
策
を
実
施
し
、育
成
・

定
着
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
に
人
材
紹
介
会
社
を
設
置
。
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
に
対
し
て
、既
に
50
人
ほ
ど
の
特
定
技
能
外
国
人
材
を
紹
介
し
て
い
る
。

インドネシアの地方自治体と連携
即戦力となる有資格者のみを採用
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